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生 活 科 学 習 指 導 案
令和２年１１月９日（月）第２校時 第１学年３組（１年３組教室） 指導者 下田 崇之

野村 千紘
【単 元】あきの いいとこ みいつけた（内容（６）「自然や物を使った遊び」）

考 察 知識及び技能の基礎 思考力，判断力，表現力等の基礎 学びに向かう力，人間性等

育成を ・秋と自分自身の特徴・よさへの気付き ・秋と自分自身を関連付けながら，秋 ・秋のよいところを見付ける意欲や
目指す ・秋のものを使って切ったり書いたり貼っ のよいところを見付けるという目的 自信を高めながら，友達と協力し
資質 たりして作品や遊ぶものを作る技能 を見いだし，作品や遊ぶものを作る て作品や遊ぶものを作り出そうと
能力 工夫をし，実践する力 する態度

児童の ・秋は，肌寒い季節であり，紅葉，落ち葉， ・秋のものを使った自分なりの作品や ・２年生からペットボトルキャップ
実態 ドングリ，ブドウやリンゴ等の果物とい 遊ぶものを作るための工夫をするこ を使った遊びを紹介してもらい，

った物があることに気付いている。 とはできる。 遊びを工夫して創り出すことに目
・木の実や枝の手触りや大小，形が様々で ・秋のよいところを見付けるという目 を向けてきている。また，「公園探
あること等の秋の特徴・よさに十分気付 的の下，秋のものを使った作品や遊 検」で見付けた木の実や枝等に関
けていない。 ぶ物を作る工夫をしたことはない。 心をもち，それらの生かして物を
・マジックペン，はさみ，のりなどを自分 作ったり遊んだりしたいという思
の思いに合わせて使うことができる。 いをもってきている。

価値

・落ち葉，枝，木の実等の色，大きさ，形 ・落ち葉，枝，木の実等を大量に用い ・進んで秋のものを使って，作品や
の違いや，挟める，折れる，転がる等の ること，繰り返し試すことができる。 遊ぶものを作ろうとすることがで
特徴・よさに気付くことができる。 ・秋のよいところを見付けるという目 きる。
・秋の特徴・よさを見いだせた自分自身の 的に向けて，友達と関わり合いなが ・秋のものを利用した，作品や遊ぶ
よさや自分が思い付かなかった工夫をし ら繰り返し試すことができる。 物を友達に紹介したいという思い
たり一緒に仲よく遊んでくれたりした友 や願いをもつことができる。
達のよさに気付くことができる。

見方・考え方 身近な自然を利用した遊びを自分にとっての大切さで捉え，秋のものを利用した作品や遊ぶものを作ることについて考えること。

今後の学習 １年「かぜとあそぼう」で，風を利用して遊ぶものを作り，それを使った遊び方の工夫をして友達と楽しく遊ぶ学習へと発展していく。

・秋は，色鮮やかな紅葉が見られ，ドングリを初めとする木の実が身近に感じられる季節である。児童は，公園や校庭で遊んだり，家族
と出掛けたりした際に，秋のものと出会い，触れる機会が多くある。また，幼児教育活動の中でも，落ち葉や木の実を含む，自然と関
わる遊びを体験してきている。これらの経験を基盤とし，友達とともに，秋のものを使った作品や遊ぶものを作る一連の活動を行うこ
とで，以下の資質・能力の育成につながる。また，単元末に行う「秋展覧会」で，作った作品や遊ぶものを紹介し合うことで，秋の特
徴・よさにさらに気付けるとともに，今後の生活に秋の特徴・よさを生かそうとすることができる。



指導と評価の計画

目標 落ち葉や木の実，枝等の秋のものを使って作品や遊ぶものを作り，「みんなの秋展覧会」で作った作品や遊ぶものを紹介し合う活動を通して，作品や遊ぶものを作る工夫をし，
秋の特徴やよさ，自分自身の成長に気付き，今後の生活に秋の特徴・よさを生かそうとすることができる。

評価 （①知 ・ 技）秋の特徴・よさや自分自身の成長に気付いている。
規準 （②思・判・表）秋のものを使った作品や遊ぶものを友達と比べたり相談したりしながら，工夫したり試したりしている。

（③主体的態度）秋のものを使って作品や遊ぶものを作る意欲や自信を高めながら，秋の特徴・よさを見付けようとしている。

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞※太字は「記録に残す評価」

で １ ○公園で見付けた秋のものについての感想 ○作品や遊ぶものを作って秋のよいところを見付けたいという思 ◇落ち葉やドングリ，松ぼっくり等で物作りをして秋のよ
あ を発表し合い，学習のめあてをつかむ。 いや願いをもてるように，公園探検で拾った落ち葉や木の実を いところを見付けたいという思いや願いを発言したり記
う 学習のめあて 提示する。 述したりしている。 ＜発言・学習プリント③＞

秋の作品や遊ぶものを作って，秋のいい
ところをたくさん見付けよう

か １ ○秋のものを使った作品や遊ぶものを作る計 ○秋のものを使った作品や遊ぶもののイメージを膨らませられる ◇自分の作りたい作品や遊ぶものに必要な材料，作る手順
か 画を立てる。（本時） ように，過年度の１年生の作品と遊ぶものの静止画をそれぞれ を発言したり記述したりしている。
わ 複数枚モニターで提示する。 ＜発言・学習プリント①＞
る

常時 ○校庭や公園，自分の家の近くで落ち葉や木
の実，枝等を集める。

２ ○秋のものを使った作品や遊ぶものを作る。 ○秋のものを使った作品や遊ぶものを工夫できるように，作りた ◇作品や遊ぶものについて友達と相談したり，試した
い物が似ている友達を集めた座席配置をする。 り，他の人の遊ぶものをじっくり見たりしている。

＜行動・発言②＞

１ ○作った作品を見せ合ったり，遊ぶものを使 ○秋の特徴やよさにさらに気付けるように，見たり遊んだりした ◇自分の作品や遊ぶものの特徴・よさ，次に直したいとこ
って遊んだりする。 感想を伝える際に「よかったところ」「こうするといいよ」の ろを発言したり記述したりしている。

視点を提示する。 ＜発言・学習プリント①＞

２ ○作品や遊ぶものを作り直したり，「みんな ○秋のものを使った作品や遊ぶものをさらに工夫できるように， ◇さらに工夫したいところを発言している。 ＜発言②＞
の秋展覧会」の準備をしたりする。 友達の作品を見る機会や遊ぶものを試すコーナーを設定する。

ま ２ ○「みんなの秋展覧会」で，作った作品や ○秋の特徴・よさや自分自身の成長を実感できるように，友達の ◇自分の作品や遊ぶものにある秋の特徴・よさや自分がが
・と 遊ぶものを紹介し合う。 作品や遊ぶものを評価するシールとその台紙を用意する。 んばったことを発言している。 ＜発言①＞
いめ
かる １ ○「秋展覧会アンケート」をして，単元の ○今後の生活に秋の特徴・よさを生かそうとする意欲をさらに高 ◇秋のものを使った作品や遊ぶものを作って楽しかったこ
す 学習を振り返る。 められるように，「気付いたこと」「これからしていきたいこ とやこれからも秋のものを使って遊びたいといった思い

と」の視点を提示する。 を，絵や文で記述している。 ＜学習プリント①②③＞
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本時の学習（２／１０時間目）

ね ら い 過年度の１年生の，秋のものを使った作品や遊ぶものを基に，作品や遊ぶものを作る計画を立てることを通して，自分の作りたい作品
や遊ぶものの具体的なイメージを膨らませることができる。

評価項目 自分の作りたい作品や遊ぶものに必要な材料，作る手順を発言したり記述したりしている。 ＜発言・学習プリント①＞

学習活動と児童の意識 指導上の留意点

１ 本時のめあてをつかむ。 ○秋のものを使った作品や遊ぶものを作る計画を立てるという目的意識を
もてるように，学習のめあてを提示し，作品や遊ぶものを作るために必

・「みんなの秋展覧会」に向けて，作品（遊ぶもの）を作る計画を立 要なことを問いかける。
てたいな。 （目的意識）

めあて：さくひんやあそぶものをつくるけいかくを立てよう

２ 秋のものを使った作品や遊ぶものを作る計画を立てる。 ○作品や遊ぶものについて進んで友達と相談できるように，作品を作る児
・私は作品を作りたいな。でも，どんな作品にしようかな。 童と遊ぶものを作る児童に分けて小集団を編制する。
・○○ちゃんは，落ち葉のしおりを作るんだね。それも可愛くていいな。 ○計画を立てる見通しをもてるように，「生活科の学び方」を提示するとと
・あっ。テレビにクリスマスツリーが映ってる。松ぼっくりを重ねると， もに作品や遊ぶものの完成図や材料などをかく学習プリントを用意する。
大きいツリーが出来るんだな。ねえねえ，あのツリーすごいよね。 ○作りたい作品や遊ぶものを考えるきっかけをつかめるように，２台のモ
・なるほど，１個の松ぼっくりでも，ドングリや枝や葉っぱをくっつけ ニターにそれぞれ過年度の１年生が作った作品と遊ぶものをスライドシ
れば，可愛いくてきれいなツリーになりそうだね。絵を描いてみよう。 ョーで提示する。
・ドングリは，大き過ぎると変だから，小さい物をたくさん付けて…そ ○黙々と活動している児童には，作りたい作品や遊ぶものの特徴・よさを
れから黄色いいちょうの葉を付ければ，色が明るくなりそうだ。枝も 意識できるように，工夫して作りたい部分を問いかける。
２本くらい下の方に付けてみよう。 ○手が止まっている児童には，作りたい作品や遊ぶもののイメージをもて

るように，モニターを指さし，作ってみたい作品や遊ぶものを改めて問
・作りたい作品（遊ぶもの）が決まったぞ。早く材料を集めて，次の いかける。
時間から作り始めたいな。 （目的を達成した意識） ○自分の作りたい作品や遊ぶもののより具体的なイメージをもてるように，

作るために必要な材料を学習プリントに記述するよう促す。
３ 本時の学習の振り返りをする。 ○計画が立てられたことを実感できるように，次時までに用意したい材料
・次の時間までに，松ぼっくりとドングリといちょうの葉と枝を用意し を問いかける。
よう。くっつけるのにボンドも必要だな。 ○次時への学習意欲を高められるように，「生活科における学び方」を再度
・次の時間も友達とたくさん相談したり見合ったりして，素敵なツリー 提示し，友達と相談しながら計画を立てられたことを称賛する。
を作りたいな。



 

 

※授業の様子は，本校 HP でも紹介しています。 
【教育研究→令和２年度提案・部内授業の様子】 

機器 タブレット（２台），モニター（２台），AppleTV 

使用アプリ 写真 

機能等 スライドショー（共有），ミラーリング 
 
〇実際の授業の流れと児童の様子 
【導入】 児童は，「秋展覧会」をする
ことに向けて，木の実や落ち葉，枝など
の秋のものを使って作品または遊ぶも
のを作る計画を立てるというめあてを
つかんだ。教師は，タブレット端末に
保存した①過去の作品②過去の遊ぶ
ものを写真アプリでスライドショー
にし，AppleTV のミラーリング機能を
介して，モニター①とモニター②に映
した。児童は，完成図や必要な材料を
書く学習プリントを受け取り，計画を
立て始めた。 
【展開】 児童は，右図の教室環境の
中で，自分の作りたい作品または遊
ぶものの具体的な完成図を，１人で
黙々と考えたり，作りたい物が同じ
近くの友達と話し合ったりする様子
が見られた。その中で，モニターに映
し出された過去の作品や遊ぶものを
じっと眺める児童もいた。松ぼっく
りを使った作品を考えていたある児
童は，参考になる作品を探すために
モニターを見て，「ねえ，見て。あれ，
面白そう。」「松ぼっくりをたくさん積
めば大きなクリスマスツリーになるんだね。」などとつぶやいたり，友達に

話しかけて共感を得たりする姿が見
られた。これは，過去の作品や遊ぶ
ものを常時モニターにスライドショ
ーで提示したことにより，児童が自
分の必要感に合わせてモニターを見
て，自分に必要な情報を選択できた
からだと考えられる。さらに，作品
と遊ぶものに分けてモニターを２台
用意し，作りたい物が同じ友達と座
席が近くなるよう教室環境を工夫し
たことにより，モニターに映る情報
を得やすくなったと考えられる。一
方で，具体的なイメージを既にもっ
ている児童にとっては，モニターを
見ずに黙々と計画を立てる姿もあっ
た。 
【終末】 児童は，学習プリントに
かいた，作品または遊ぶものの完成
図と必要な材料を近くの友達と発表
し合った。その際，児童は，自分の
作りたい作品や遊ぶものの特徴・よ
さを楽しそうに伝えていた。そして，
次の時間には，材料を集めて作り始
めたいと口々に発言していた。 
 
〇授業改善に向けて 
・児童が学習をする上で欲する情報

を教師が想定し，思いや願いに沿
って提示することが大切だと改め
て感じた。過年度の学習も含めて，
学校全体で各教科等における作品
や活動の様子のデータを蓄積し，
そこから教師が授業に必要なデー
タを選択・活用できるようにすることが必要である。 

授業の振り返り 

＜モニターを見る児童の様子＞ 

＜提示した作品や遊ぶものの静止画

＜児童の学習プリント＞ 

＜児童の学習プリント＞ ＜本時の教室環境＞ 


